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これからの情報化社会において必須となる情報活⽤能⼒を育み、来るべき社会
で活躍できる⼈材を育成するため、県独⾃のＩＣＴ教育カリキュラムを構築

学年に応じた授業内容の確⽴／教育委員会 企業等と連携したＩＣＴ教育／企業振興課

⾼度なプログラミング教育

指導者
派遣

県内ICT企業

情報活⽤能⼒を⾝につけて、来るべき社会で活躍できる⼈材を育成

モデル校での授業〔⼩・中・⾼校 各２校〕

昨年度まで 今年度より

⼩
学
校

現⾏学習指導要領
には位置付けられ

ていない
５・６年⽣で各学年
８時間のプログラミ

ング教育を実施

中
学
校

３年間で
９時間程度

３年間で計２５時間
のプログラミング教

育を実施

⾼
校

約８割の学校（普
通科）がプログラ
ミング教育を⾏っ

ていない

教科情報において、
県独⾃のプログラミ

ング教育を実施

より
⾼度に

・中学校・⾼校のパソコンクラブに県内ＩＣＴ
企業等から指導者（ＳＥなど）を派遣

〔指導内容〕
⾼度なプログラミング⾔語の習得、
動作制御プログラム、スマホアプリ開発、
３Ｄゲーム開発 など

・プログラミングのコンテストの開催

きのくにICT教育



きのくにICT教育
和歌⼭県では、コンピュータやネットワークの仕組み、これら
を活⽤して進展している社会の動きについて、基礎的な知識を
⾝に付けさせるとともに、これらに親しんで、使いこなすこと
ができるよう、県内すべての⼩・中・⾼等学校及び特別⽀援学
校において、発達の段階に応じた体系的なICT教育を実施。



「体験期」 各教科で
１〜４年 適宜実施

5年 ８時間
6年 ８時間

「基礎期」
１年⽣ ５時間

２年⽣ １０時間
３年⽣ １０時間

「応⽤期」
共通教科情報科 20時間

きのくにＩＣＴ教育（プログラミング
教育）
体系的なプログラミング教育の実施



校
種

学
年

時

間

コンピュータを使いこなす⼒
※プログラミング・ＡＩを通じて、コンピュータに⼈間の意図した処理を⾏わせ
ることができる能⼒

コンピュータやネットワーク等を活⽤する⼒

集 中 的 に ⼒ を つ け る １年を通じて⼒をつける
時 間 能 ⼒ 時 間 能 ⼒

⾼
校
︵
応
⽤
期
︶

７０
時間

２０／７０時間
（情報科）

l テキスト⾔語によるプログラミン
グを⽤いて事象をモデル化する⼒

l ⽣活や社会の問題を、コンピュー
タで解決しようとする⼒

l ＡＩ技術を体験し、活⽤しようと
する⼒

５０
／７０時間

(教科情報)

中
学
校
︵
基
礎
期
︶

３ ２０
時間

１０／１７．５時間
技術・家庭科（技術分野）

l 計測・制御のプログラミングで問
題を解決する⼒

l プログラミング（ビジュアル⾔
語）でロボットに意図した動きを
させる⼒

l テキスト⾔語の体験

１０
時間

２ ２０
時間

１０／３５時間
技術・家庭科（技術分野）
(※別途、情報の技術１０時間)

l ネットワークを利⽤した双⽅向性
のあるコンテンツのプログラミン
グ（ビジュアル⾔語）で問題を解
決する⼒

１０
時間

１ １５
時間

５／３５時間
技術・家庭科（技術分野）

l ビジュアル⾔語で基礎的なプログ
ラミングをする⼒

l プログラミングで⼩型コンピュー
タに意図した動きをさせる⼒

１０
時間

⼩
学
校
︵
体
験
期
︶

6 １８
時間

８時間
総合的な学習の時間や、各教科
等からまとまった時間を確保

l ビジュアル⾔語でプログラミング
に慣れ親しむ

l プログラミングで、ロボットに、
意図した動きをさせる⼒（初級）

１０
時間

5 １８
時間

８時間
総合的な学習の時間や、各教科
等からまとまった時間を確保

１０
時間

4
≀
1

コンピュータの活⽤や、アンプラグドでプログラミング的思考を育む

【⾼校】

<専⾨科>
ＣＡＤ、デザイン、
⽂書処理などのス
キルの習得
等

<普通科>
資料の収集や処理、
発信 等

【中・⾼】
統計教育での表計
算ソフトの活⽤と
スキルの習得
等

【中学校】
調べたことのまと
めを、プレゼンで
表す技術の習得
等

【⼩学校】
⽂字⼊⼒やマウス
操作の習得等

きのくにICT教育の体系

各教科等にて、
実施

ア
プ
リ
ケ
ổ
シ
ἂ
ン
操
作
ス
キ
ル

⽂
字
⼊
⼒
や
マ
ウ
ス
等
の
操
作
ス
キ
ル



⼩学校におけるプログラミング教育



⼩学校におけるプログラミング教育



⼩学校におけるプログラミング教育



⼩学校におけるプログラミング教育



中学校におけるプログラミング教育



中学校におけるプログラミング教育



中学校におけるプログラミング教育

３
年

計測・制御
＋内容の統合（エネルギー変換）
・センサーを活⽤した掃除ロボの作成
・テキストプログラミングの体験

２
年

ネットワークを利⽤した双⽅向性のある
コンテンツ
・チャットプログラム

１
年

情報の技術
・マイクロビットでセンサを⽣かしたプ

ログラミング
・計算機のプログラミング



ロボット教材（⼩・中学校）

アーテックロボ

パソコンの操作画面

アーテックロボ

パソコンの操作画⾯ パソコンの操作画⾯

マイクロビット

３⼈に１台

・教員⽤：各学校に１台
・児童⽤：中学校区内の⼩学校で共有

３⼈に１台
・教員⽤、⽣徒⽤：各中学校に配備
※和歌⼭市を除く

⼩学校

１⼈に１台
・教員⽤、⽣徒⽤：各中学校に配備

中学校



⾼等学校におけるプログラミング教育



⾼等学校におけるプログラミング教育



https://edu.monaca.io/

http://edu.monaca.io/wakayama

https://edu.monaca.io/
http://edu.monaca.io/wakayama


先⽣⽅を⽀援する取組



先⽣⽅を⽀援する取組

• 学習指導案
• 解説資料
• 学習教材
• 解説ディスク
• データ配布 等

⼩学校 ⾼等学校中学校



使⽤ソフトウェア等 操作説明動画



ロボット教材（⼩・中学校）

アーテックロボ

パソコンの操作画⾯

アーテックロボ

パソコンの操作画⾯ パソコンの操作画⾯

Micro:bit

３⼈に１台

・教員⽤：各学校に１台
・児童⽤：中学校区内の⼩学校で共有

３⼈に１台
・教員⽤、⽣徒⽤：各中学校に配備
※和歌⼭市を除く

⼩学校

１⼈に１台
・教員⽤、⽣徒⽤：各中学校に配備

中学校



タブレット端末（⾼等学校）

タブレット等

monacaアカウント
⽣徒数等に合わせ各校に配備
※情報教室での活⽤を想定し、

３⼈に１台の計算で配備。

無線アクセスポイントの配備
１〜３台
※端末台数等により配備。

⾼等学校



教員研修

６地域で１回ずつ（５〜６⽉）※和歌⼭市２回
全同様の内容で実施。

⼩学校

⾼等学校

中学校

６地域で２回ずつ（６〜７⽉）
第１回 １、３年⽣の内容
第２回 ２年⽣の内容

２地域（紀北・紀南）で２回ずつ（６〜７⽉）
第１回 ７⽉（紀北）、８⽉（紀南）
第２回 ２⽉（紀北、紀南）を予定



ヘルプデスク対応

・8:30〜17:30まで対応
・電話以外にもメール、

ビデオ通話に対応

電話

メール
ビデオ
通話

プログラミング教育⽀援員

【⽀援員の役割】
・学校において、機器トラブルや児童⽣徒の質問へ

の対応等の授業中の⽀援
・プログラミング教育の授業準備
・教員のスキルアップのための校内研修等の実施

以下は⽀援対象外です。
・プログラミング教育の実施に必要なPC環境の設定
・先⽣に代わってのプログラミング授業の実施
・機器の修理⼿配等



その他

産業技術政策課
きのくにプログラミングコンテスト

Switch UP WAKAYAMA 2019（案）

企業振興課
クラブへの企業⼈材の派遣

募集 → マッチング → 派遣



展望と課題



和歌⼭県のプログラミング教育
令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

⾼等学校

中学校３年⽣

⼩学校６年
⽣

２年⽣

１年⽬

１年⽬

１年⽬

１年⽬

１年⽬

１年⽬

１年⽬

２年⽬

２年⽬

２年⽬

２年⽬

２年⽬

１年⽬

２年⽬

3年⽬

3年⽬

3年⽬

3年⽬

１年⽬

２年⽬

3年⽬

4年⽬

4年⽬

4年⽬

１年⽬

２年⽬

3年⽬

4年⽬

5年⽬

5年⽬

新
※

※ ※ ※ ※ ※

新

新

新

新

新

新

…

１年⽣

５年⽣

１〜４年⽣


